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年
末
の
受
通
事
故
防
止
対
策
運
動
ガ
、
現
在
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、
十
一

月
二
十
八
日
現
在
、
二
平
二
百
七
十
八
件
(
人
身
事

故
の
み)
も
の
受
通
事故
ガ
発
生
し
、
二
十

人
の
尊
い
命
ガ
失わ
れて
い
ま
す
。
こ
れ
は
、昨
年
同
期
と
比べ
る
と
事故
ガ
二
百
十
五
件
、
死

者
ガ
三
人
そ
れ
ぞ
れ
増
加
す
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
で
す
。

受
通事
故
は
決
し
て
他人
ご
と
では

あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
受
通
安
全
に
つ
い
て
答
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
事
故

が
全
体
のμ
%

平
塚
市
の
交
通
事
故
の
特
徴

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
自

転
車
が
関
係
す
る
事
故
が
多
い

こ
と
で
す。

市
内
で
は
、
全
体

の
二
四
%
を
占
め
、
県
内
平
均

の
一七
%
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
転
車
用
反
射

シ
I

ル
の
配
布
や
、
通
学
・

通

動
の
自
転
車
が
多
い
早
朝
の
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
棟
々
な
対
策
が

実
施
され
て
い
ま
す。

毎
年
年
末
は
交
通
量
の
増
加

な
ど
に
よ
り、

交
通
事
故
が
多

く
発
生
して
い
ま
す
。
「
自
分

は
大
丈
夫
」
と
い
う「過
信
」

や
「少
し
ぐ
らい
は
」
と
い
う

「甘
え
」
が
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

「た
か
が
自
転
車
」
な
ど
と

ば
か
に
し
ない
で
、
安
全
運
転

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

無
事
故
で
年
末
・
笑
顔
で
新
年

年
末
は
人
や
阜
の
行
き
来
が

多
く
な
り
、
交
通
渋
滞
が
発
生

し
や
す
く
なり
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ

や
無
理
な
追
い
越
し
て
歩
行

者
は
信
号
無
視
や
無
理
な
横
断

で
思
わ
ぬ
事
故
を
招
き
や
す
く

な
り
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
交
通
事

故
を
防
ぐ
こ
とが
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
家

庭
で
も
、
も
う一度
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ
さ

ド
ラ
イ
バ
ー

の
注
意

点

。
飲
酒
運
転
の
追
放

忘
年
会
な
ど
でお
酒
を
飲
む

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
や

バ
イ
ク
は
絶
対
に
運
転
し
な
い

こ
と
。
「少
し
ぐ
ら
い
は
大
丈

夫
」
と
考
え
る
こと自
体
、
す

で
に
正
し
い
判
断
能
力
を
失
っ

て
い
る
証
拠
で
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
で
も
車
を
運

転
し
て
き
た人
に
は
お酒
を
出

さ
な
い
、
また
お
酒
の
出
る
会

合
な
ど
に
は
車
で
「行
か
な

い
」
「
行か
せ
な
い
」こ
と
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

。
違
法
駐
車
(
輪
)
を
し
な
い

違
法
駐
車・
違
法
駐
輪
は
、

付
近
の
交
通
を
混
雑
さ
せ
交
通

事
故
の
原
因
と
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
救
急
車
や
消
防
車
な
ど

歩
行
者
の
注
意
点

。
道
路
を
横
断
す
る
と
き

飛
び
出
し
、
怠
の
直
前
・

直

後
の
横断
は
大
変
危
険
で
す
。

遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
や
歩
道

橋
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、横
断
歩
道
を
渡
る
と

き
で
も
、
左
右
の
安
全
を
確
か

め
て
か
ら
渡
る
よ
う
心
掛
貯
ま

し
ょ
-
つ
。

。
夜
間
の
歩
行
は
特
に
注
意

交
通
事
故
一
千
件
当
た
り
の

死
亡
事
故
率
は
、
昼
間
の
八
・

八
件
に
対
し
、
夜
間
は二
十

の
緊
急
車
両
の
通
行
を
妨
げ
ま

す
。た

と
え
短
い
時
間
で
も
、
違

法
駐
車
(
輪
)
は
や
め
ま
し
ょ

-
つ
。

。
無
謀
運
転
の
追
放

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無

理
な
追い
越
し
、
信
号
無
視
な

ど
の
無
楳
運
転
は
直
接
事
故
に

結
び
つ
き
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
、

車
線
を
き
ち
ん
と
守
り
、
車
間

距
離
は
十
分
に
と
り
、
時
間
的

に
も
精
神
的
に
も
ゆ
と
り
の
あ

る
安
全
運
転
を
心
掛
貯
ま
し
ょ

』
つ
。

。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず着用

自
動
車
乗
車
中
に
亡
く
な
っ

た
人
の
約
八
五
%
が
シ
l

ト
ベ

ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
統
計
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

活
用
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
内
の

お
よ
そ
七
割
の
人
は
命
が
助
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
、
運
転
手
だ

け
で
な
く
全
員
が
シlト
ベ
ル

ト
を
締
め
まし
ょ
う
。

五
・

七
件
と
お
よ
そ三
倍
に
増

加
し
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、
夜

間
の
交
通
事
故
が
死
亡
事
故
に

つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

夕
暮
れ
ど
き
や
夜
間
に
外
出

す
る
と
き
は
、
明
る
い
色
の
目

立
つ
服
装
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

。
子
供
に
「ひ
と
声」
を

子
供
た
ち
は
二
十三日
か
ら

休
み
に
入
り
ま
す
。
子
供
が
出

か
貯
る
と
き
は

「
気を
つ
け

て
」
の
ひ
と
声
を
忘
れ
ず
に
か

げ
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

• • 文部大臣表章3の溺也区体振 ・
大臣表彰を受けると聞いた時、会員の

皆さん最初は縫いたそうです。喜びの祝

賀会は今月 10日に行われました。取材は

金田明夫さん(代宮町)

港
地
区
体
育
振
興
会

(
宮
前
忠
夫
会
長
)
は
、

昭
和
四
十
年
に
設立し
て

以
来
、
今
年
で三
十
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当

惨

初
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
会
と
し

h
p
 

4『
d司

て
発
足
、
長
年
、
地
域
住

‘

民
の
健
康
や
体
力
づ
く
り

一
に
努
め
ら
れ
、
港
地
区
の

一
み
な
ら
ず
市
内
の
地
域
社

一
会
体
育
の
振
興
に
貢
献
し

一
て
い
ま
す
。

一

今
回
、
こ
れ
ら
の
功
績

一
が
認
め
ら
れ
、
社
会
体
育

一
優
良
団
体
と
し
て
文
部
大

一
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

一
た
。

一

主
な
活
動
内
容
と
して

一
は
、
生
涯
を
通
し
て
の
レ

一
ク
リ
エ
1

シ
ョ
ン
や
、
子

一
供
た
ち
か
ら
高
齢
者
に
至

一
る
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普

一
及
・
推
進
が
挙
げ
ら
れ
、

一
一月
の

「初
日
の
出
健
康

一
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
に
始
ま

一
り
、
球
技
大
会
、
公
民
館

一
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
、

・

年
間
十
数
回
の
行
事
を
突

• 

• • • 
市長室で受賞の報告を

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、「来
て
、
見

て
、
参
加
し
よ
う」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
い
つ
で

も
、
ど
と
で
も
、
だ
れ
と

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
よ
う

、

ト
リ
ム
バレ
ー

や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
1

ツ
の
普

及
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歩
く
大
会
や
健
康

ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
で
は
、

地
域
の
史
跡
や
名
所
を
通

る
コ
l
ス
を
工
夫
し
、
積

極
的
に
文
化
交
流
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

ご
う
し
た
活
動
の
袈
に

は
、
自
治
会
の
方
々
を
中

心
と
し
た
構
成
メ
ン
バ
ー

の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
と
惜

し
み
な
い
事
仕
活
動
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
努
力
が

実
り
、
行
事
へ
の
参加
人

数
が
年々
増
加
して
い
る

そ
う
で
す
。
大
勢
参
加
さ

れ
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ

と
で
す
が
「
会
場
や
グ
ラ

ン
ド
の
確
保
が
大
変
で
」

と
の
苦
労
も
あ
る
そ
う
で

す
。会

長
を
は
じ
め
、
役
員

や
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
、

会
を
育
成
す
る
気
迫と愛

情
を
感
じ
、
今
後
の
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
.
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十
二
月
二
十
五
日
(
月
)
か

ら
三
十
一
日
(
日
)
ま
で
の
一

週
間、

全
消
防
機
闘
をあ
げ
て

「
歳
末
火
災
特
別
瞥
戒
」

が
実

施
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
消
防
本
部
や
消
防

署
、
消防
分
団
が
初
動態
勢を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
広
報
活

動
や
市
内
各
地
域
の
巡
回
轡
備
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冬
は
一
年
の
中
で
最
も
大
気

が
汚
れ
る
季
節
で
す
。
特
に
十

二
月
は
自
動
車
交
通
量
の
増

加
、
ピル
や
家
庭
の
暖
房
の
影

響、

さ
ら
に
冬
特
有
の
気
象
条

件
な
ど
に
よ
り
、
有
害
な
窒
索

酸
化
物
の
濃
度
が
高
く
な
る
傾

、，

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
人
の
出

入
り
の
多い
百
貨
店
な
ど
で
、

非
常
口
や
避
難
通
路
の
安
全
確

保
や
消
防
施
設
の
点
検
な
ど
を

行
い
ま
す
。

不
審
火
が
増
加

今
年
の
火
災
発
生
件
数
は
、

十
一
月
末
ま
で
で
百
二
十
六
件

向
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
七
都
県
市
首
脳
会

議
(
神
奈
川
県
な
ど
が
参
加
)

で
は
、
十
一
月
か
ら一
月ま
で

の
三
か
月
間
、
自
動
車
の
使
用

方
法
の
見
直
し
ゃ
控
え
目
な
暖

房
な
ど
、
空
気
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
の
行
動
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

水
曜
日
は
車
に

乗
ら
な
い
D
A
Y

仕
事
に
、
生
活
に
、
そ
し
て

遊
び
に
も
便
利
な
自
動
車
。
し で

、
昨
年
同
期
と
比
べ
二
十
九

件
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に

目
立
つ
の
が
放
火
(
疑
い
を
含

む
)
に
よ
る
火
災
で
、
既
に
三

十
六
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
瞥
察
署
な
ど

と
協
力
し
て
警
戒
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
戸
締
ま

り
を
し
っ
か
り
す
る
、
燃
え
や

す
い
ダ
ン
ボ
ール
や
紙
な
ど
の

ご
み
を
家
の
周
り
に
置
か
な
い

(
特
に
夜
間
)
な
ど
、
放
火
さ

れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

防
火
対
策
し

て
い
ま
す
か

放
火
以
外
の
原
因
で
多
い
の

は
、
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火

災
(
十
件
)
、
て
ん
ぷ
ら
鍋
や
こ

ん
ろ
に
よ
る
も
の
(
十
件
)
、
た

ば
こ
の
火
の
不
始
末
(
九
件
)
、

抽
選
結
果
は一
月
五
日
(
金
)
か

マ
文
化
施
設

ら
確
認
で
き
ま
す
。
当
選
し
た・
市
民
セ
ン
タ
ー宮
(
詑)
2

施
設
の
利
用
申
請
手
積
き
は

一
2
3
5

月
五
日
(
金
)
か
ら
十
六
日
(
火
)

・
中央
公
民
館宮
(
M
)
2
1

の
聞
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な1
1

ぉ
、
一
月
十
五
日
(
祝
)
は
シ
ス

テ
ム
の
保守
点
検
臼
の
ため
施

設
利
用
の
申詰
手
続
き
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

。
問
い
合
わ
せ
先

マ
ス
ポ
ー
ツ
施
設

・

見
附
台
体育
館
宮
(
担)
3

n
u
R
JV
勾，

・

総
合
公
園
管
理
事
務
所宮

(
お)
2
2
3
3

車
両
火
災
(
九件
)
、
た
き
火

(
七
件
)
な
ど
で
す
(
い
ず
れ

も
今
年
一
月
か
ら
十
一
月
末
ま

で
の
数
字
)
。

こ
れ
ら
は、

い
ず
れ
も
ち
ょ

っ
と
し
た
注
意
で防
げ
る
もの

ば
か
り
で
す
。
火
災
は
大
切
な

家
屋
や
財
産
を
灰
にして
し
ま

不
動
産
取
り
引

き
の
説
明
会
が

こ
れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
な
ど

を
購
入
す
る
方
に
知
っ
て
お
い

て
い
た
だ
き
た
い
不
動
産
取
り

引
き
の
基
本
的
知
識
を
、
分
か

り
ゃ
す
く
解
説
す
る
県
市
合
同

の
説
明会
が
聞
か
れ
ま
す
。
入

場
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い。

マ
日
時
1

月
口
臼
(
水
)
午

後
1

時
3
5

時

マ
会
場
勤
労
会
館
大
会
議
室

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
市
民
相
談
係(内
線2
9

3
)
 公

共
施
設
情
報

シ
ス
テ
ム
休
止

。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
保
守
点
検

十
二
月
十
八
日
(
月
)
，

.、
二

十
日
(
水
)
の
問
、
ホ
ス
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
保
守
点
検
の
た
め

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
市
民
用
端

末
の
利
用
、
施
設
の利用
申
請

手
続
き
はで
き
ま
せ
ん。

。
年
末
年
始
の
事
務
取
り
扱
い

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月

三
日
の
聞
は
端
末
の
利
用
、
申

請
手
続
き
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の二月
分
の

う
ば
か
り
で
な
く
、
尊い
命
ま

で
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
い
ま

す
。空

気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
と
の
時
期
、
も
う

一
度身
の
回
り
の
防
火
対
策
を

確
認
し
、
火
災
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
-
つ
。

火
の
用
仙
7

つ

の
ポ
イ
ン
ト

-

寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
この
投

げ
捨
て
を
し
な
い

駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
十一
月か
ら
各
種
証

明
哲
発
行
な
ど
の
業
務
を
土
・

日
曜
日
も
午前
九
時か
ら
午
後

五
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所
は平
塚
駅北
口
に
あ
る

M
Nピ
ル
十
階
「ひ
ら
つ
か
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
」
の一角
。
取
り

扱
っ
て
い
る
の
は
、
住
民
票
の

2

子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い

3

風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を

し
な
い

4

て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

5

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

6

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
よ

う
気
を
つ
肘
る

7

ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

※
担
当
消
防
本
部
警
防
課

(
内
線3
9

5
)

償
却
資
産
の
申
告

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
毎
年
一
月一
日

現
在
の
償却
資
産
を
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
例
年
、
申
告
期
限
が
近
づ
く

と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
一
月
十
九
日
(
金
) 集記平警富主主語霊事土高等・ 12月納期の市税・手数料 f

資い告ら動るは費置資地象に; ・対象税等
産合期れ車も必がな産 ・ と申? ・ 市県民税 (第 4 期)
係わ限て税の要所ど(家な告? ・ 国民健康保険税 (第 7 期)
(せ い、 。経得)備届るしi ・ 国民年金保険料 (第 9 期)
内先 1 る 軽た費計で品を 償て t • 7)']掃し尿従虫手数料 (第 9 期) ー
線 月も自だと算、 ・ 除却くす ・ m掃し尿ごみ定額手数料(第 3 期)チ
3 重苦 2 撃 k 与 42 長主達三; ・ 公共下水道使用料 (第 3 期) ! 
1 税:;;::除税率算損滅・業 いf +納期最終日 12 月 28 日(木)
)課 3 くが両入金 価機用 9:;:てい

監
査
の
結
果

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
委
員
小
宮
鹿
司

駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

土日もオープン
写
し
、印
鑑
登
録
証
明書
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
、
年
金

現
況
届
証
明
、
母
子
健
康
手
帳 の

交
付
、
公
共
施
設
の
利
用
申

し
込
み
で
す
。

こ
の
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー
は
、
昭
和
四

十
八
年
に
駅
ピ

ル
「
ラ
ス
カ
」

の
一
階
に
オ
ー

プ
ン
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

立
地
条
件
の
良

さ
か
ら
買
い
物

や
通
勤
、
通
学

の
途
中
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
市

民
の
み
な
さ
ん

土・日曜にも「住民寮の写しJ
などそとることができる駅前市民
窓口センター。 ぜひご利用を

氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
古
家
安
正

氏
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

{監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
}

マ
定
期
監
査
(
予
算
の
執
行
等

財
務
に
関
す
る
事
務
)

・
適正
に
処
理さ
れ
て
い
た・:

環
境
衛
生
業
務
諌
、
迫
路
総
務

課
、
国
県
道
推
進
室
、
管
財
課
、

用
地
課
、
市
民
税
課
、資産
税

課
、
収
納
課

・
細部
に
お
い
て
軽
易
な
指
導

事
項
は
あ
っ
た
が
、
総
体
的
に

は
法
令
等
に
準
拠
し
、
お
お
む

ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た・
・
・
環
境
衛
生

管
理
課
、
大
神
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
、
交
通
安
全
課

マ
事
務
監
査

・
適正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
:
・

交
通
安
全
眠、
管
財
課
、
用
地

課
、
市
民
税
課
、
資
産
税
課
、

収
納
課

・
細
部に
お
い
て
軽
易
な
指
導

事
項
は
あ
っ
た
が
、
総
体
的
に

は
法
令
等
に
準
拠
し
、
お
お
む

ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
・
・
・
環
境
衛
生

管
理
課
、
環
境
衛
生
業
務
課
、

大
神
蹟
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
、

道

路
総
務
課

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、O
A
機
器
の
導
入

な
ど
に
よ
り
手
狭
に
な
っ
た
た

め
、
昭
和
六
十三
年
に
現
在
の

場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

な
お
、
「
ひ
ら
つ
かス
カ
イ

プ
ラ
ザ
」
に
は
、
図
書
コ
ー

ナ

ー
や
ビデ
オ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

あ
り
、
待
ち
合
わ
せ
や
語
ら
い

の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れて
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
立

寄
り
く
だ
さ
い
。

マ
休
所
日
毎
月
第3
日
曜
日

と
ロ
月
却
日3
1

月
3

日

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
管

理
係
(
内
線
2
2
9

て
ま
た
は

駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
宮

(
幻)
1
0
0

1

市
民
相
談
室(市
役
所
)
宮(お
)
1
1
1
1内
線
2
9
3

0
人
権
法
律
相
践
・
行
政
相
践
ロ

月
四
日
(
火)、1月
9

日

(
火
)
日
時
1

M
時

。
一
般
法
律
相
麟毎
週
水
曜日
日
時s
m
時
予
約
制

。
登
記
供
託
測
畳
相
敵1月
ロ
日
(
全
日
時1
M
時

。
住
宅
相般
ロ
月
四
日
(
名
目
時1M
時

。
発
明
考
案
特
許
相
麟1月
8

臼
(
月)
叩
時43
日
時

。
下
鯖
取
引
相
麟
ロ月
幻
日
(
木
)
日
時
加
分1
M
時

。
労
働
相
践

1

月
日
日
(
木
)
日
時i
m
時

。
年
金
社
品
藻
険
労
災
相
般
1

月
9

日
(
各
刊
時
5

日
時

。
消
費
生
活
相
験
毎
週金
曜
日9
時
1
M
時
・

。
一般
市
民
相
談
毎
週月
3
金
曜
日9
時
5

M
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー)宮
(
却)
7
3
1
1

0
青
少
年
相般
毎
週
月
5
金
曜
日9
時
1

M
時

。
悩
み
ご
と
は砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン。

宮
(
お)
7
8
3
0

毎
週
月3
金
曜
日9
時
1
M
時
却
分
(
土

曜
日
は
日
時1
M時
初
芝

も
し
も
し
健
康
相
談
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
宮

(
M
)
1
2
2
1

毎
週
月
・
木
曜
日
叩
時
3
M時

福
祉
会
館
宮
(
お)
2
3
3
3

。
専門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

1

月
日
日
(
木
)

日
時
却
分5
日
時
叩
分、

予
約
制

。
生
活
支
撮
相談
毎
週
月
3

金
曜
日8
時
却
分3
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
鍛毎
週
月5
金
昭
日8
時
泊
分5
口
時

。
一結
婚
相
談

毎
週
日
曜
日
叩
時
1

日
時
(
第3
日
曜
日

は
除
く)

O
母
子
相桜
毎
週
月

3

金
曜
日9
時
i

M
時

。
家
庭
児
童
相
齢
毎
週
月
よ
議
臼
9

時
1
M
時

。
婦
人
相
談
1
月
日

日
(
木
)叩
時1
日
時

。
高
齢者
職
業
相
談
毎
週月
3

金
曜
日9
時
加
分S
M
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
普
小
学
校
北
側
)

宮
(
羽)
6
0
1
2

毎
週
月
3

金
曜
日9
時
i

口
時

。
電話
相
談

毎
週
月1
土
曜
日9
時
1

口
時
(
第2
・

第
4

土
曜
日
を
除
く
)

子
育
て
相
談
室(須
賀
保
育
園2
階
)宮
(
幻)
7
6
3
9

毎
週
月5
木
昭
日9
時
加
分S
M時

(
木
昭
日
は
ロ
時
ま
で
)
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市
で
は
新
成
人
の
み
な
さ
ん

を
迎
えて
前
途
を
祝
福
す
る
と

と
も
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

こ
と
を
誓
う
つ
ど
い
と
し
て
平

成
八
年
平
塚
市
成
人
式
を
開
催

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は、昭
和
五

十
年
四
月
二
日
か
ら
五
十
一
年

四
月
一
日
の
聞
に
生
まれた
方

で
、
市
内
に
住
民
登
録
し
て
あ

る
方
で
す。

な
お
、
骸
当
ず
る

み
な
さ
ん
に
は
十二
月
一
日
に

案
内
通
知
を
郵
送
し
て
あ
り
ま

す
。「対

象
と
な
る
は
ず
な
の
に

ま
だ
通
知
が
届
か
な
い
」
な
ど

の
場
合
は
、
背
少年
課
に
お
問

平成ア年12月 15日

ー 纏
瀦

演
会

藤田太寅。 r N H K ス

ペシャ jレ」などのキャ

スターを務める

(3) 

ス K
タニ N
l ユ H
の lK
藤ス解
回 ・ 説
太主プ 主
寅2ラ幹
氏ザで
を 」「
講キ N
自市ヤ H

ヵ、 bこ
演れ迎
題まえ
はすで

一 新
九春
九鵠
ハ演
年会
日カt
本開

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

O
日
時
1

月
日
日
(
祝
)
午

前
日
時
却
分5
正
午

演

鮪

� 

今
年
の
出
初
め
式

経
済
の
展
望5
二
十

一
世
紀
へ

の
十
字
路
に
立
っ
て
」
で
す
。

申
し
込
み
、
お
よ
び
問
い
合

わ
せ
は
、
電
話
で
工
業
労
政
課

(
内
線5
5
0
)へ
。
入
場
は

無
料
で
す
。

マ
日
時
1

月
四
日
(
金
)
午

後
2

時
5

マ
会
場

平
塚
商
工会
部
所3

階
ホ
ー

ル

マ
定
員
百
五
十
人

矢部美穂。 現在日本テレビ「ス
/'\ージョッキー」などに出演中

。
会
場
平
塚
総
合
体
育
館

(
総
合
公
園
内
)

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

。
内
容

マ
第
1

部
式
典
(
主
催
者
お

よ
び
来
賓
あ
い
さ
つ
、
新
成
人

代
表
に
よ
る
「
ハ
タ
チ
の
誓

い
」
朗
読
な
ど
)

マ
第2
部
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
吟
動

D
E

ラ
イ
ブ1
輝
廿
ス
バ
ル

君
た
ち
に
乾
杯
3

」

・
出
演
矢
部
美
穂
、
療
援

(
も
の
ま
ね
の
ミ
ニ
ミ
ニ
長
淵

と
谷
村
仁
司
)

。
問
い
合
わ
せ
先
背
少
年
課

(
青
少
年
会
館
内
・
2
(詑
)

7
0
2
9

・
月
曜
は
休
館
)

谷村仁司

初

識

が

平
塚
市
消防
出
初式
が
、
一

月
六
日
(
土
)
の
午
前
十
時
か

ら
正
午
ま
で
総
合
公
園
平
塚
の

は
ら
っ
ば
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
春
に
あ
た
り
消

防
職
員
・
消
防
団
員
の
士
気
を

高
め
、
職
務
遂
行
の
決
意
を
新

た
に
す
る
た
め
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本

市
消
防
の
全
陣
容
を
公
開
し
て

消
防
に
対
す
る
認
識
と信頼
を

深
め
、
市
民
総
ぐ
る
み
の
防
災

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
も
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

マ
第
一
部
式
典
(
優
良
消防

団
長
の
表
彰
な
ど)

申し込み、問い合わせは
市役所へ
-電話 23-1111、 35-1111

(内線番号を交換手へ)

- 住所浅間町9 番 1 号

(担当課名のご記入を)

福
祉
の
講
習
会

に
ご
参
加
を

-
初
級
手
話講
習
会

マ
日
程
1

月

日
日
(
火
)

1
2

月
日
日
(火
)
の
聞
の
全

5

回
・

時
間
午
後
1

時
1
3

時

マ
会場
福
祉
会
館
第
一
会
議

室マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
し
込
み
先
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
タ
ー

宮
(
お)
2
3
3
3

a
v録
音
テl
プ
図
書
作
成
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア講
習
会

マ
日
程
1

月
刊
日
(
火
)

1
3

月
初
日
(
火
)
の
聞
の
全

日
田

-
時
間

時
却
分

マ
会
場

室マ
対
象

マ
定
員

午
後
1

時
泊
分3
3

福
祉
会
館
第
三
会
議

印
歳
以
下
の
方

初
人
(
先
着
順
)

マ
内
容
ア
ク
セ
ン
ト
、
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
録
音
図
曾

作
成
必
修
科
目
を
学
ぶ

マ
申
し
込
み
先
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

宮
(
お)
2
3
3
3

納
税
ボ
ス9
1
コ
、νワ
1

ル

窓
口
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
役
所
の
窓
口
が
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
近
く
の
市
民
窓
口
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
開
設
場
所
な
で
し
こ
、
大

野
、
盟
国
、
神
田
、
大
神
、
城

島
、
岡
崎
、
金
田
、
金
目
、
土

屋
、
吉
沢
、
旭
南
、
旭
北
の
各

公
民
館
内
、
東
海
大
学
湘
南
校

舎
同
窓
会
館
内
(
金
目
西
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー
)
、
平
塚
駅
北

口
M
N
ピ
ル
叩
階
(
駅
前
市
民

窓
口
セ
ン
タ
ー
)

マ
開
設
時
間
午
前9
時
1

午

後
5

時
(
土・
日
曜
日
、
祝

最優秀賞に選ばれた
杉山恵嗣くんの作品。
子供たちの元気のよ
さがそのまま伝わって
くるような作品です

戸
籍
手
数
料
が

改
定
さ
れ
る

平
成
八
年
一
月
一
日
か
ら
戸

籍
謄
・
抄
本
な
ど
の
交
付
手
数 (

金
)
ま
で
市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
に
展
示
さ
れ
ま
す。

菊
花
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞

者

我が家の防災対策を確認

家の中に逃げ場となる
安全な場所を確保しておこう

患宮古~@題協禽@窃翻哲男自

第
三
十
六
回
平
塚
市
菊
花
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
小
学
生

の
作
品
を
含
め
、
丹
精
を
込
め

た
作
品
が
三
百
点
出
展
さ
れ
ま

し
た
。

入
賞
さ
れ
た主
な
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お〈
〉

内
は
品
租
名
で
す。(敬
称
略)

・

県
知
事
賞
(
盆
養
の
部
)

〈
彩
胡
の
霧
〉
野
村
多
恵
子

(
徳延
)

「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
を6
年
)

・

市
長
賞
(
第
一
次
切
り
花
の

主
題
に
、
小・
中
学
生
を
対
象
マ
優
良
相
原
英
聴
(
花
水
小
部
)
〈
清
見
の
花
〉
沼
田

英

と
し
た
納
税
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク5
年
)
、三
留
彬
党
(富
士
見
弼

(
大島
)

マ
第
二
部
演
技
(
ま
と
い
の

l

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
応
募
小4
年
)
、
水
丸
綾
子
(
中
原・
県
議
会
識
長
賞(
第
二
次
切

振
り
込
み
と
は
し
ご
乗
り
、
古
は小
学
生
二
百
四
点
、
中
学
生
小
3

年
)
、小
宮
優
(
城
島
小
り
花
の
部
)
〈
清
見
の
躍
〉

式
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
、
十
四
点
。
主
な
入
賞
者
は
次
の

1

年
)
、
遠
藤
文
英
(
城
島
小

杉
崎
松
市
山
(
大
磯
町
)

自
衛
消
防
憾
に
よ
る
消
防
操
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)
2

年
)
、
金
子
愛
(
山
下小6

・

小
学
校
の
部
優
秀
〈
兼
六

法
、

救
助
隊
に
よ
る
救
出
救
マ
最
優
秀
杉
山
恵
嗣
(
松
が
年
)
、
本
多
美
芳
(
旭
陵
中

3

白
菊
〉
上
本
桜
(
神
田
小
2

助
、
一斉
放
水
)
丘

小
2

年
)
年
)
年
)
、
〈
岸
の

虹
〉
郷
原
鋭
洋
(
神

※
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部
マ
優
秀
佐
藤
早
織
(富
士
見
な
お
、
優
秀
作
品
は
十
二
月
田
小

2

年
)
、〈
岸の
虹
〉
佐
藤

庶
務
課
(
内
線3
8
7
)

小
5

年
)
、種
田
綾
乃
(
八
幡
小
二
十
日
(
水
)
か
ら
二
十
二
日
彰
究
(
神
田
小
2

年
)

目
、
ロ
月
却
臼'E
3
1月
3

日
は
料
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま

休
み
)
。
た
だ
し
、
駅
前
市
民
窓
す
。

ロ
セ
ン
タ
ー
は
除
く(
2面
「生

O
戸
籍
手
数
料
令
の
改
正

活
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス」
参照
)

マ
戸
籍
勝
・

抄
本
1

通
四
百

マ
取
り
扱
い
が
で
き
る
も
の
五
十
円

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
マ
除
籍
謄
・

抄
本
1

通
七
百

証
明
書
、
戸
籍
等
謄
・

抄
本
、
五
十
円

戸
籍
の
附
謀
、
身
分
証
明
宮
、
マ
戸
籍
記
職
都
項
証
明

1

件

年
金
現
況
届
証
明
、
税
務
諸
証三
百
五
十
円

明
替
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付マ
除
籍
記
載
事
項
証
明1
件

な
ど
四
百
五
十
円

※
問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
証
マ
届
け
出
・
申
請
受
理
記
載
証

明
窓
口
係
(
内
線2
3
4
)

明
1

通
三
百
五
十
円

マ
上
質
紙
を
用
い
た
受
理証明

1

通
一
千
四
百
円

マ
届
書
等
の
閲
覧1
件
三
百

五
十
円

。
問
い
合
わ
せ
先
市民
課
管

理
係
(
内
線2
2
9
)

市では、市全体や地域ごとの将来像そ都市マスタープランとしてまとめる予
定です。そのため、地域またはブロックごとに市民のみなさんのご意見をお聞
きする「まちづく り懇談会J を開催します。ぜひ、ご参加ください。

1
i
H
Ht
r
l
 

)
 

、

乳幼児やお年寄り、病人などの部

屈には、倒れる危険のある背の高い

家具などは置かないようにしましょ

う。

また、丈夫なテーブルや机を利用

するなどして、地震が発生したとき

にも安全な「逃げ場J を確保してお

きましょう。

-担当防災課 (内線357)

く〉懇談会の日程、時間
平成 8 年 1 月から 3 月までの聞の

土眼目、午後 1 時30分から 4 時ごろ

く〉対象
市内にお住まいの20歳以上の方

く〉申込方法
12月 25日(月)までに包括で

都市計画課計画係(内線428)へ
※詳細については、後日参加者に連
絡する予定です



広綴ひらつか (4) 

ごみの分別の仕方
市ではごみの分別収集をしています。決められた

目、時間(朝 7 時~8 時30分)、場所を守って出し

てください。

今
年
は
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

お
配
り
し
て
あ
る
「
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
」
ど
お
り
の
収
集
と
な

り
ま
す
。
年
末
は
十二
月
三
十

日
(
土
)
まで
、
年
始
は
一
月

四
日
(
木
)
か
ら
収
集
を
行
い

ま
す
。

な
お
、
各
地
区
別
の
収
集
日

は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ぉ

間
違
え
の
な
い
よ
う
に
。

平成ア年12月 15日

恥ジト

ほ55，

年末年始

年
末
は
大
掃
除
の
季
節
で
す
。

そ
の
た
め
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
ま
す
ガ
、
年
来

年
始
は
ご
み
の
収集ガ
休
み
と
な
る
の
で
、
う
っ
か
り

収
集
日
を
間
違
え
る
と
正
月
を
ご
み
と

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
を
よ
く
確
認
し
て、

決
め
ら
れ
定
日
・
場
所
に
忘
れ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
芝
、
収
集
時
間
ガ
変
わ
る
場
合
ガ

あ
り
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
定
時
間
(
午
前
七
時
ガ

5
八
時
半
ま
で
)
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
し
尿
収集日
に
つ
い
て
も
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

燃
せ
る
ご
み

第565号

の
収
集
日
は

燃
せ
な
い
ご
み

マ
年
末
ロ
月
話
回
(
木
)
ま
で

平
常
ど
お
り
収
集

マ
年
始
1

月
4

臼
(
木
)
か
ら

平
常
ど
お
り
収
集

-
月
・
木
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
訪
日
(木
)
ま
で

マ
年
始
1

月
4

日
(
木
)
か
ら

。
火
・
金
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
金
)
ま
で

マ
年
始
1

月
5

日
(
金
)
か
ら

.
水
・
土
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
土
)
ま
で

マ
年
始
1

月
6

臼
(
土
)から

・
月
・
水
・
金
曜
日
収
集
地
区

マ
年
末
ロ
月
泊
臼
(
金
)
ま
で

マ
年
始
1

月
5

臼
(
金
)
か
ら

資
源
再
生
ご
み

マ
年
末
ロ
月
刊ω日
(
木
)
ま
で

平
常
ど
お
り
収
集

マ
年
始
1

月
5

日
(金
)
か
ら

平
常
ど
お
り
収
集

ーヲや

ιー

み

臨

時

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
木
)
ま
で

古 紙 新聞、雑誌、ダンポル、牛 l

資
乳パック、紙箱など

i原 金 臨 類 空き缶、やかん、なベ、かま、

再 石油ストーブ、鉄くずなど

生
酒や飲料水、制味料のびん

} u 人ノ 類
」

み 布 類 衣料品、カーテンなど

てんぷら油 使用済みのもの

台所ごみ、植木片、板くず、

燃せるごみ 枯れ葉、紙おむつ、靴、スボ

ンジ、座布団など

茶わんや皿などの瀬戸物類、

ペットボトル、傘、かばん、

燃せないごみ 板ガラス、包球 ・蛍光灯、ブ

ラスチック製のばけつ、洗面

器、小型憶気総具類など

一

事
務
所
の
ご
み

事
務
所
や
店
舗
な
ど
の
ご
み

は
事
業
主
が
自
ら
処
理
す
る
と

と
が
原
則
で
す
。
し
か
し「燃

せ
る
ご
み
」
の
み
、
希
望
が
あ

れ
ば
少
量
に
限
り
一
般
家
庭
の

ご
み
収
集
日
に
併
せ
て
有
料
で

収
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
環
境
衛
生
業
務
課
へ
。

ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
は
処
理
施
設
に
直
接
持

ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
(
有

料
)
。

-
燃
せ
る
ご
み

大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

(
大
神32
3
0

・
宮
(
出
)

6
6
1
5
)へ

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
土
)
の
午

前
中
ま
で
受
け
付
け

マ
年
始
1

月
4

日
(
木
)
か
ら

平
常
ど
お
り
受
目
付
防

-
燃
せ
な
い
ご
み

組
大
ご
み
破
砕
処
理
場
(
堤

町
3
1
5

・
宮
(
幻)
4
5
5

7
)
へ

マ
年
末
ロ
月
初
日
(
土
)
の
午

前
中
ま
で
受
け
付
け

マ
年
始
1

月
4

臼
(
木)
か
ら

平
常
ど
おり
受
け
付
甘

A
-ご
み
収
集
につ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
業
務
課

包
(
お)
11
1
1

(内
線5
3

0
)
へ

マ
年
末
ロ
月
却
臼(
金
)
ま
で

平
常
ど
お
り
収
集

マ
年
始
1

月
5

日

(
金
)
か
ら

平
常
ど
お
り
収
集

臨
時
く
み
取
り

各
家
庭
の
く
み
取
り
は二十

日
間
隔
で
守
っ
て
い
ま
す
が
、

年
末
年
始
の
休
み
の
聞
に
二
十

日
目
と
な
る
家
庭
の
中
で
、
十

二
月
十
一
日か
ら
十
五
日
ま
で

の
聞
に
く
み
取
っ
た
も
の
の
、

次
の
収
集
日
ま
で
に
間
に
合
わ

な
い
家
庭
に
限
っ
て
臨
時
く
み

取
り
の
申
し
込
み
を
受
け
付
貯

ま
す
。

マ
受
け
付
け
期間
ロ
月
四
日

(
金)
1初
日
(
水
)

マ
受
け
付
け
場
所
環
境
衛
生

管
理
課
(
市
役
所
新
館
3

階
)

マ
持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
手

数
料
三
百
六十
円
、
し
尿
く
み

取
り
確
認
カ1
ド
(
ピ
ン
ク
色
)

・
し
原
収
集
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
管
理
課

宮
(
お)
1
1
1
1(内
線
2

4
2

)
へ

収
集
車
ガ
火
事
に

ス
プ
レ
ー
缶
は
穴
を
あ
け
て

今
年
十
月
と
十一月
の
二
か

月
間
で
、
ご
み
収
集
車
か
ら
火

の
出
る
事
故
が
四
件
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
原
因
は
、
い
ず
れ

も
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
か
ら
漏
れ

た
ガ
ス
に
火
が
つ
い
た
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。

ガ
ス
類
を
使
用
し
た
缶
を
ご

み
と
し
て
出
す
場
合
は
、
必
ず

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
完
全
に
使
い
切
る

②
火の
気
の
な
い
安
全
な
場
所

で
穴
を
あ
け
る

③
資
源
ご
み
の
収
集
日
に
「
か

ん
類
」
の
コ
ン
テ
ナ
に
出
す

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
鍋
物
な

ど
を
食
べ
る
と
き
に
卓
上
コ
ン

ロ
用
の
「カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ」

を
使
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す

が
、
使
い
終
わ
っ
た
缶
は
必
ず

「
穴あ
け
」
を
し
て
か
ら
資
源

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

11月 27 目、収集車から出火。
ごみを全部出して消火した

砂教育委員会嘱託員の募集 4嘱託員の募集• 市職員

受験資格はいずれも昭和25年4月 2臼以降に生まれ

た方。採用試験は1月 13日{土)

.図書館嘱託員
・勤務日 火~日曜日の間の 4 日間

・ 給与基本給月額66.500円

.公民館嘱託員

・ 勤務日 火~白眼目の聞の 3 日間
・ 給与基本給月額64.500円

⑨申し込み

女子数名

女子若干名

市販の履歴習に必要事項を記蹴して、写真をはっ

て12月初日{火)まで(土 ・ 日曜日は除く)に本人

が直接教育総務部(是正原分庁舎 2 階. ft35-8112) 

に拠出する

ル市民病院臨時職員の募集‘
薬剤師

薬剤師免許取得者で採用時現在45歳未

満の方

午前10時~午後 3 時

~3 日
市民病院

時給1.600円

.募集人員 l 名

.申し込み方法

市販の履歴暫に必要事項を記入して、薬剤師免

許証の写しと一緒に本人が直接市民病院庶務牒

(ft32-0015内線3197) へ持参する

.締め切り 12月 21 日(木)

種

格

4砂職

4砂資

謹福祉士の資格並びに普通自動車運転免許を有
する高等学校以上を卒業した人

・保健技術員 2 人
・対象 昭和35年 4 月 2 日以降に生まれた人で保

健婦または岩盤婦の資格を有する人

市社会福祉協議会嘱託員
4・嘱託寮母 6 人
・対象 昭和30年 4 月 2 日以降に生まれた人で高
等学校以ょを率柴した女性

.嘱託保健技術員 l 人
・対象 昭和20年 4 月 2 日以降に生まれた人で保
健婦または看護婦のまま格を有する人

4砂嘱託栄養技術員 1 人

・対象 昭和30年 4 月 2 日以降に生まれた人で栄

旋土の資格を有する人
4砂嘱託給食調理員 2 人
・ 対象 昭和35年 4 月 2 日以降に生まれた人で調

理師の資格を有する人
4砂嘱託業務指導員 3 人
・ 対象 昭和30年 4 月 2 日以降に生まれた人で高
等学校以上を卒業した女性

生きがい事業団嘱託員
4砂業務嘱託員 2 人
・対象 昭和10年 4 月 2 日~昭和16年 4 月 1 日の
聞に生まれた普通自動車運転免許を持つ人で中
学校以上を卒諜した男性

市職員
・家庭奉仕員 1 人
・対象 昭和36年 4 月 2 日~昭和53年 4 月 1 日の
聞に生まれた中学校以上を卒業した女性

市職員の応募方法
職員課にある所定の申込舎に必要事項を記載
して、 12月 26日(火)まで{土 ・ 日曜日は除

く)に提出する。 1 次賦験は 1 月 13臼(土)

市嘱託員
.産休者等の代替えの嘱託保母 10人程度

・ 対象 昭和36年 4 月 2 日~昭和46年 4 月 1 日の
聞に生まれた保母の資絡を有する女性
※合格後は届用待機者として登録された後、 5 年

以内に職員の欠員状況等により必要に応じて順
次雇用される

.勤労会館管理嘱託員 1 人

・ 対象昭和10年 4 月 2 日~昭和16年 4 月 1 臼の
問に生まれた中学校以上を卒業した男性

4・徴収事務嘱託員 数人
・ 対象昭和10年 4 月 2 日~昭和16年 4 月 1 日の

聞に生まれた中学校以上を卒業した人
4・駅前総合案内所嘱託員 1 人
・対象昭和31年 4 月 2 日~昭和51年 4 月 1 B の
問に生まれた女性

4・市民窓口センター嘱託員 1 人
・ 対象昭和26年 4 月 2 日~昭和41年 4 月 1 日の
聞に生まれた女性

市社会福祉協議会職員
4・一般事務員 1 人
・対象 昭和46年 4 月 2 日以降に生まれた人で大
学(短期大学を除く)を平成 6 年 3 月以降卒業
し社会福祉士の資格を有する人、または厚生大
臣の指定する社会福祉に関する科目を 3 科目以
上履修し平成 8 年 3 月に大学を卒業見込みの人

.介護技術員 4 人
・対象 昭和40年 4 月 2 日以降に生まれた人で介

.勤務時間

.勤務回数

.勤務場所

.賃金
市嘱託員・市社会福祉協議会職員等の応募方法
応募は、市販の履歴魯に必要事項を記載して、

写真をはって12月26日(火}まで(土 ・ 臼曜
日は除く)に本人が直接職員課に提出する。

1 次試験は 1 月 13日{土)

問い合わせ先
職務内容や雇用期間、賃金などについての問い

合わせは職員課へ。
.職員謀(市役所 3 階) ft23-111l (内練322)
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j 会映画会

正図密館です ;金制日のみ 9 時~18時50分) : 【秋葉社紫女水盤画展(水盤面) 】

コローラJ : 0休館日 毎週月昭臼 : ・期間 12月 20日(水) ~26日(火)

(日) 10時、 14時 :0中央図・館 : 【第56回平塚古道協会曾初展(日本画) 】

の熊おじさんJ : 〒254 浅間町12-41 ~31-0415 : ・期間 1 月 10 日(水) ~14日{日)
(日) 10時、 14時 : 0北図司書館 : 0開館時間 9 時30分~16時50分

らのピークJ : 〒254 田村5155-1 ~53- 1232 : 0休館日 毎週月曜日

( 日) 10時、 14時 :0西図書館 : 0美術館

〉耳Jrびんぼう神と : 〒254 山下760-3 ~36-3555 : 〒254 西八幡1-1-3 ~35-2111 

・4砂・・4砂.~砂・4・4・4・4・・・4・・・4・4・4・4・4・・4・4・4・4・4・・4・・・・・4・・・・・・4・4・・・・・・・・・・・4・・・・・4・・・・・・・・・4砂・4砂4砂

広報ひらつか

@燃せるごみ
c>庭木などの小枝は、太さ 5cm以下であれば

長さ30cm以下に切り、小さくまとめた束を

1 固に 3束まで出せる

c>じゅうたん、マッ ト レス、布団などは座布

団の大きさ (60x 60cm以下)に切れば出すこと
ができる。これより大きい物は「臨時ごみ」に

c>台所ごみは水をよく切ってから出す

.燃せないごみ
c>乾屯池は「燃せないごみ」の自に専用の容

器に出す。ボタン型電池は販売店に返す

=
-
-
=
-
-
=
=
=
=
『
-
-
=『-
=
=
-
-
=
=
=
-
-
-
-
-
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-

-=
-
-
=----
=
=
=
-
-
-
-
=
=
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-

-=
-
-
=
-
-
=
=
-
-
-
-
=

--
-
-
=-=
=
-
-
=
-
-
=
=
"
=
-
-
-
=
-
-
『
-
=
=
-
=
-
=
-
-
=
=
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
=
-
-
-
-
=
=
=
-
=
-
-
-

-
-
-
=
=-
-=
=
=
-
-
-
--=
-
-
=-
-=
--=
--
=
--
=--
=-
-=
--
-
=
-
-
-
=
-
=
-
-
=
=
-
-
=
-
-
=
=

光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
み
て
み
て
き
れ
い
だ
よ
!

平成ア年12月 15日(5) 

.資源再生ごみ
※持ち運びに使ったビニール袋などは、持ち

帰って「燃せるごみJ に出してください

c>古紙

・新聞、雑誌、ダンボールはそれぞれまとめ

る。箱類は闘いて体積を減らし、小さい紙

類は袋に入れる。ティッシュの箱などはビ

ニールの部分を取る

・ 牛乳パックは洗って、 聞いて、乾かして、

専用のコンテナに出す。雨の日は出さない

c>金属類

・包丁は紙にくるんて、「刃物」と表示する。

かみそり、針などは缶に入れて中身を表示

する

・自転車は「ごみJ であることを表示する

・スプレー缶は完全に使い切ってから、穴を

あけて出す

じ〉 びん類

・びんは専用のコンテナに横にして入れる

(赤い線の下まで)

・蛍光灯、地球は「燃せないごみJ ~.こ出す

c>布類

・雨の日は出さない。程度の良いものはその

まま海外に輸出される

c> てんぷら油

・かすなどを取り除き、きちんとふたが締ま

るペットボトルに入れて専用の緑色の入れ

物ヘ出す

- びんは使わない

12月 2 日{土)から25日(月)まで平塚駅

中心商店街で湘南ひらつかスターライトフェ

スティパルが聞かれています。 2 円のライト

オンステージでは、イルミネーションをとも

し会場の人たち全員でお祝いしました。

EZ回~--ヨE週

~32-7029 

女青少年ボランティア養成講座

聴覚 ・視ブJ障害のある方に役に立つ

手話・点字を学ぶ講座です。

・ 日程 1 月 20日~3 月 9 自の毎週土

曜日、全 8 回

・ 時間 14時~16時

・会場行少年会館会合室A

-対象 中学生および高校生

・ 定員 10人(先治順)

・ 参加賀 300円

- 申し込み 1 月 10日(水)までにT丘

接または電話で背少年会館へ

。開館時間 9 時~21時30分(日昭円

のみ 9 時~17時

。休館日 毎週月曜日

。青少年会館

干254 ~発問]聞J12-41

1 2 月 2 8 日(木〉
~1 月 4 日(木)

- 休館期間

会市民アートギャラリー

【神奈川大学SHC写真部第 7 国学外

展(絵画・写其・怨 ・ 彫刻・工芸) 】

・期間 12月 20 日(水) ~26日(火)

【秋葉社紫女水盤画展(水盤面) 】
-期間 12月 20 日(水) ~26日(火)

【第56回平塚古道協会曾初展(日本画) 】

・期間 1 月 10 日 (水) ~14 日{日)

O開館時間 9 時30分~16時50分

。休館日 毎週月曜日

。美術館

〒254 西八幡1-1-3 霊~35-2111

会資料の特集

「特集 クリスマス、お正月の本」
年末年始の 2 大行事に関する図訟を

特集します。

- 期間 1 月 7 日(日)まで

・ 会場 中央図密館貸出室、こども室

会本の森から~本を探す②~

。コンビュ ータを利用する

図的館には、利用者用コンビュータ

の「検嫁くん」が設置されていて特名
や著者名、テーマをもとに本を探すと

とができます。ご希望の本が平塚の図

密館で見つからないときは、職員にお

尋ねください。所蔵などの確認をしま

す。

。開館時間火~日曜日 9 時~16時
間待「出品問腕館の貸出室と参考蜜は

金制日のみ 9 時~18時50分)

。休館日 毎週月昭目

。中央図・館
〒254 浅間町12-41

O:lヒ図司書館

〒254 田村5155-1

0西図書館

〒254 山下760-3

12月 27 日(オ<.)

午前の部 10時30分~
午後の部 14時30分~

・会場 中央図笹館 3 階ホール

・ 演目 雪の女王

・ 出演劇団貝の火

・ 定員各国130人(先治順)

- 入場券 当日、午前 ・ 午後の部とも

開演20分前に玄関ホールで配布

会冬休みこども人形劇

.期日

・時間

会プラネタリウム

「明けの明星、宵の明星」

・期間 1 月 7 日(臼)まで

「赤外線の大目玉ーすばる望遠鏡J

日本が、ハワイ品のマウナケア山頂

に建設中の世界最大の赤外線望遠鏡。

その可能性について解説します。

-期間 1 月 13 日(土)~ 3 月 3 日(目)

会寄贈品コーナー

「輔のつどし、」

近年、姿を消しつつある諦行事のな

かから話し講とも称される庚申請と地

神講の掛け軸や帳簿類を展示します。

・ 期間 1 月 30日(火)まで

宏量31-0415

※会場は中ラ

r .5、TこりG

- 日時 12月 17日

「冬の星J rぼく
- 臼時 12月 24 日

「とべ!くじ

- 日時 1 月 7 臼

「王槽の耳は口I 'í.(f.

会星を見る会

「冬の星座」
・ 日時 12月 22 日 (金) 19時~20時

・ 会場 博物館屋よ(科学教室集合)

・ 参加 自由(袋り、雨天中止)

会漂着物を拾う会
まま53- 1232

定量36-3555

1 月 13 日 (土) 9 時30分~11時

花水川橋平塚側たもと(雨天

- 臼時

・集合
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